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日本産業規格（案）       JIS 
 X 20924：0000 
 (ISO/IEC 20924：2024) 

モノのインターネット（IoT）及びデジタルツイン

－用語 
Internet of Things (IoT) and digital twin-Vocabulary 

 
序文 

この規格は，2024 年に第 3 版として発行された ISO/IEC 20924 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，モノのインターネット及びデジタルツインの定義を，一連の用語及び定義とともに規定す

る。この規格はモノのインターネット及びデジタルツインの用語の基礎となるものである。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO/IEC 20924:2024，Internet of Things (IoT) and digital twin－Vocabulary（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

ISO，IEC 及び IEEE は，標準化に使用する用語データベースを次のアドレスで維持している。 

－ IEC Electropedia: https://www.electropedia.org/ 

－ ISO Online browsing platform: https://www.iso.org/obp 

3.1 一般用語 

3.1.1 
アプリケーション（application） 

特定の目的を達成するために設計されたソフトウェア 
（出典：ISO/IEC 24713-2:2008 の 4.1 を変更） 
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3.1.2 
アーキテクチャ（architecture） 

エンティティが環境内で備える基本的な概念又は特性の集合 

注釈 1 ガバナンスの原則はアーキテクチャの記述には含まれるが，アーキテクチャの一部ではない。 
（出典：ISO/IEC/IEEE 42010:2022 の 3.2 を変更） 

3.1.3 
アセット（asset） 

個人，組織，政府又は他のグループにとって潜在的又は実際の価値をもつエンティティ（3.1.17） 

3.1.4 
可用性，アベイラビリティ（availability） 

認可されたエンティティ（3.1.17）が要求したときに，アクセス及び使用が可能である特性 

注釈 1 IoT システム（3.2.15）は，“認可されたエンティティ”としてヒューマンユーザー（3.1.18）及

びサービスコンポーネントの両方を含む可能性がある。 
（出典：JIS Q 27000:2019 の 3.7 に用語“アベイラビリティ”及び注釈 1 を追加） 

3.1.5 
クラウドコンピューティング（cloud computing） 

セルフサービスプロビジョニング（self-service provisioning）及び管理をオンデマンドで行う，スケーラ

ブルで伸縮自在な共有できる物理リソース又は仮想リソースプールへのネットワーク（3.1.24）アクセス

を可能にするパラダイム 
（出典：JIS X 22123-1:2024 の 3.1.1 から注釈 1 及び注釈 2 を削除） 

3.1.6 
クラウドサービス（cloud service） 

定義されたインタフェース（3.1.22）を使って呼び出されるクラウドコンピューティング（3.1.5）経由

で提供される一つ以上の能力 
（出典：JIS X 22123-1:2024 の 3.1.2） 

3.1.7 
クラウドサービスプロバイダ（cloud service provider） 

クラウドサービスプロバイダロール（3.1.8）を担うパーティ 
（出典：JIS X 22123-1:2024 の 3.3.3） 

3.1.8 
クラウドサービスプロバイダロール，CSP ロール（cloud service provider role，CSP role） 

クラウドサービス（3.1.6）を利用可能にする一連のアクティビティ 

（出典：JIS X 22123-1:2024 の 3.3.15） 

3.1.9 
コンポーネント（component） 

モジュール化，展開可能性，及び交換可能性をもつシステムの部品 
（出典：ISO 14813-5:2010 の B.1.31 を変更） 

3.1.10 
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機密性（confidentiality） 
認可されていない個人，エンティティ又はプロセスに対して，情報（3.1.21）を使用させず，また，開

示しない特性 
（出典：JIS Q 27000:2019 の 3.10） 

3.1.11 
データ（data） 

通信，蓄積，解釈又は処理に適したデジタル化及び形式化された方法で表される記号又は記号群 

3.1.12 
データストア（data store） 

データ（3.1.11）の永続的な保管場所 

注釈 1 データストアは，単一のエンティティ（3.1.17）によってアクセスされることも，ネットワーク

（3.1.24）又は他の接続を介して複数のエンティティによって共有されることもある。 

3.1.13 
デジタルエンティティ（digital entity） 

デジタル領域に存在するエンティティ（3.1.17） 

注釈 1 デジタルエンティティは，クラウドサービス（3.1.6），データセンター内のサービス（3.1.28），
ネットワーク（3.1.24）要素又は IoT ゲートウェイ（3.2.14）を含む様々な形態で存在すること

がある。 

3.1.14 
ディスカバリーサービス（discovery service） 

仕様，キーワード，検索語又はタグに基づいて，目的の対象のリソース，エンティティ又はサービスを

検索するサービス（3.1.28） 

注釈 1 ディスカバリーサービスは，ヒューマンユーザー（3.1.18）又はデジタルユーザー（3.2.4）によ

って利用が可能である。 

3.1.15 
エンドポイント（endpoint） 

一つ以上のネットワーク（3.1.24）インターフェース（3.1.22）を公開して利用するコンポーネント

（3.1.8） 

3.1.16 
エンドポイントアドレス（endpoint address） 

＜エンドポイント＞ データ（3.1.11）の送信元又は送信先を指定することができる，エンドポイント

（3.1.15）を識別するために使用される文字又は文字のグループ 

3.1.17 
エンティティ，存在物（entity） 

区別できる実体をもつもの（物理的であっても非物理的であってもよい。） 
（出典：JIS X 0532-3:2018 の 3.1 の注記を削除，用語“エンティティ”を追加，定義の表現を変更） 

3.1.18 
ヒューマンユーザー（human user） 
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システムを利用する自然人 

3.1.19 
識別子（identifier） 

特定のアイデンティティコンテキスト（3.1.20）内において，一つのエンティティ（3.1.17）と他のエン

ティティとを明確に区別する情報（3.1.21） 

3.1.20 
アイデンティティコンテキスト（identity context） 

一定の属性と値との組合せによってエンティティ（3.1.17）が適切に識別される環境 

3.1.21 
情報（information） 

特定のコンテキスト内で特定の意味をもつデータ（3.1.11） 

3.1.22 
インタフェース（interface） 

機能，物理的な接続，信号交換を含む様々な特性によって定義された二つの機能コンポーネント

（3.1.8）間で共有されている境界 
（出典：ISO/IEC 13066-1:2011 の 2.15 を変更） 

3.1.23 
相互運用性（interoperability） 

二つ又はそれ以上の，システム又はアプリケーション（3.1.1）が情報を交換し，交換された情報

（3.1.21）を相互に使用可能な能力 
（出典：JIS X 22123-1:2024 の 3.6.1） 

3.1.24 
ネットワーク，データネットワーク，デジタルネットワーク（network，data network，digital network） 

エンドポイント（3.1.15）を接続し，デジタルエンティティ間でデータ（3.1.11）の通信を可能にするイ

ンフラストラクチャ 

3.1.25 
フィジカルエンティティ（physical entity） 

物理的な世界に存在し，センシング及び／又は作動が可能な対象となるエンティティ（3.1.17） 

注釈 1 モノのインターネットの参照アーキテクチャでは，フィジカルエンティティは，IoT デバイス

又は IoT システムによってセンシング及び／又は作動が可能な対象として扱われる。 

3.1.26 
参照アーキテクチャ（reference architecture） 

関連する一連の対象システムの構造及び動作をガイドし，制約する特定の対象領域に関連するアーキテ

クチャの記述 

3.1.27 
安全（safety） 

（人に対する）危害又は損害のリスクが受容可能範囲内である状態 
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（出典：ISO 21101:2014 の 3.34） 

3.1.28 
サービス（service） 

エンティティ（3.1.17）がインタフェース（3.1.22）を介して提供する特定の機能 
（出典：ISO/IEC TR 14252:1996 の 2.2.2.46 を変更） 

3.1.29 
サービスプロバイダ，サービス提供者（service provider） 

顧客へのサービスを管理及び提供する組織 
（出典：ISO/IEC 20000-10:2018 の 3.2.24） 

3.1.30 
ソーシャライズド（socialized） 

職務の分担とタスクとの連携によって構築されたシステム又はシステム間における機能の組織的かつ建

設的な挙動をもつ 

注釈 1 ソーシャライズドするとは，社会の要求に合致させることである。 
（出典：ISO/IEC TR 30174:2021 の 3.4 に注釈 1 を追加） 

3.1.31 
ステークホルダー，利害関係者（stakeholder） 

あるエンティティに関心，権利，共有又は要求をもつ個人，組織又はその類似の存在 
（出典：ISO/IEC/IEEE 42010:2022 の 3.17 を変更） 

3.1.32 
タグ（tag） 

エンティティ（3.1.17）に関する情報（3.1.21）を伝えるために使用する，人間又は機械が読み取れるマ

ーク又はデジタルな識別子 

注釈 1 タグは,物理エンティティ（3.1.25）の識別を支援するためにセンサによって読み取れる情報を

含むことが可能である。 

3.1.33 
トラストワージネス（trustworthiness） 

実証可能，検証可能及び測定可能な方法でステークホルダーの期待を満たす能力 

3.1.34 
バーチャルエンティティ（virtual entity） 

フィジカルエンティティ（3.1.25）を表すデジタルエンティティ 

3.1.35 
ウェアラブルデバイス（wearable device） 

身体の近く，表面又は内部で動作するために設計された IoT 機器 

注釈 1 ウェアラブルデバイスは，多くの場合，様々なセンシング機能を備えているが，通信及びデー

タ処理能力に制約がある。IoT の重要なデバイスとして，ウェアラブルデバイスとネットワー

クとの通信は人間の介入を必要としない場合がある。ウェアラブルデバイスには，人間，動物
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及び他の生物に使用できる電子デバイスが含まれる。 

3.2 モノのインターネットに特有な用語 

3.2.1 
作動（actuating） 

入力に応じた物理エンティティの一つ以上の特性の変化 
（出典：IIC vocabulary v3,0） 

3.2.2 
アクチュエータ（actuator） 

入力に応じて物理エンティティ（3.1.25）の一つ以上のプロパティを変化させる IoT 機器（3.2.11） 

注釈 1 実際は，変化には非機械的な要素を含む場合がある。 

3.2.3 
データ取得機能システム（data acquisition functional system） 

センサ群から必要なデータ（3.1.11）を収集し，それらをメッセージとして他のコンポーネント

（3.1.8）に送信するためのシステム 
（出典：ISO/IEC 30144:2020 の 3.3） 

3.2.4 
デジタルユーザー（digital user） 

IoT システムを使用するデジタルエンティティ 

注釈 1 デジタルユーザーは，ヒューマンユーザー（3.1.18）の代わりに動作する自動化サービスを含む。 

3.2.5 
電子ラベル（electronic label，EL） 

物理的なアイテムに取り付けられ，アイテム及びその周囲の情報（3.1.21）を表示するディスプレイを

もち，データリンクを介して情報を伝送する IoT 機器 

注釈 1 アイテム又はその認識環境に関する情報の例には，価格，在庫状況，プロモーション広告，バ

ーコード，二次元コード，温度，湿度，周囲の光条件があるが，これらに限定されない。 
（出典：ISO/IEC 30169:2022 の 3.1 を一部変更） 

3.2.6 
電子ラベルシステム，ELS（electronic label system，ELS） 

IoT アプリケーション向けに設計された数個から多数の電子ラベル（3.2.5）を備えたシステム 
（出典：ISO/IEC 30169:2022 の 3.2 を一部削除） 

3.2.7 
ELS バックエンドシステム（ELS backend system） 

ELS（3.2.6）のビジネスサービス機能と機器制御機能とを実現するためのサブシステム 

注釈 1 ELS バックエンドシステムは，ELS を活用するビジネス活動の計画と管理とを統合的に行い，

また，機器の集中監視サービスも提供する。 
（出典：ISO/IEC 30169:2022 の 3.3） 
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3.2.8 
モノのインターネット，IoT（Internet of Things，IoT） 

物理世界及び仮想世界からの情報を処理し，それに反応するサービス（3.1.28）とともに相互接続され

たエンティティ，人々，システム及び情報（3.1.21）資源のインフラストラクチャ 

3.2.9 
IoT コンポーネント（IoT component） 

互いに連携して一連の目標を達成するための IoT システム（3.2.15）の基本的な構成要素 

3.2.10 
IoT 概念モデル（IoT conceptual model） 

IoT システム（3.2.15）の共通の概念，構造及び挙動の体系 

3.2.11 
IoT 機器（IoT device） 

感知又は作動させることによって，物理世界と相互作用するエンドポイント（3.1.15） 

注釈 1 IoT 機器は，単一のセンサ又はアクチュエータの場合がある。 

3.2.12 
IoT ドメイン（IoT domain） 

IoT システム（3.2.15）の主要な機能群 

注釈 1 IoT システム内の各エンティティ（3.1.17）は，それぞれのドメインに参加し，そのドメインに

含まれている。 

注釈 2 IoT ドメインは，ユーザードメイン，運用管理ドメイン，アプリケーション（3.1.1）・サービス

（3.1.28）ドメイン，リソースアクセス・交換ドメイン，センシング・制御ドメイン，フィジカ

ルエンティティ（3.1.25）ドメインの六つのドメインからなる。 

3.2.13 
IoT 環境（IoT environment） 

IoT コンポーネント（3.2.9），IoT システム（3.2.15）及び関連するインフラストラクチャを含む領域 

3.2.14 
IoT ゲートウェイ（IoT gateway） 

一つ以上の近接ネットワーク（3.1.24）とそのネットワーク上の IoT 機器（3.2.11）とを相互に接続し，

異なるプロトコルをもつ一つ以上のアクセスネットワークに接続する IoT システム（3.2.15）のエンティ

ティ（3.1.17） 

3.2.15 
IoT システム（IoT system） 

IoT の機能を提供するシステム 

注釈 1 IoT システムは，IoT 機器（3.2.11），IoT ゲートウェイ（3.2.14），センサ（3.2.20）及びアクチュ

エータ（3.2.2）を含むことがあるが，これらに限定されない。 

3.2.16 
IoT トラストワージネス（IoT trustworthiness） 
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セキュリティ，プライバシー，安全性，信頼性，レジリエンスなどの特性を備えた IoT システム

（3.2.15）のトラストワージネス（3.1.32） 

3.2.17 
IoT ユーザー（IoT user） 

IoT システム（3.2.15）のユーザー 

3.2.18 
ネットワークインタフェース（network interface） 

エンドポイント（3.1.15）が一つ以上のネットワーク（3.1.24）にアクセスするためのインタフェース 

3.2.19 
センシング（sensing） 

フィジカルエンティティ（3.1.25）の一つ以上のプロパティを計測し,それらを情報（3.1.21）に変換す

ること 
（出典：IIC vocabulary v3,0） 

3.2.20 
センサ（sensor） 

センシング（3.2.19）能力をもつ IoT 機器（3.2.11） 
（出典：IIC vocabulary v3,0） 

3.2.21 
ソーシャライズド IoT システム（socialized IoT system） 

ソーシャライズド（3.1.30）能力を活用した IoT の機能を提供するシステム 

注釈 1 ソーシャライズド IoT システムは，IoT 機器（3.2.11），IoT ゲートウェイ（3.2.14），センサ（3.2.20）
及びアクチュエータ（3.2.2）を含むことがあるが，これらに限定されない。 

（出典：ISO/IEC TR 30174:2021 の 3.5） 

3.2.22 
トランスポート相互運用性（transport interoperability） 

IoT システム（3.2.15）のコンポーネント（3.1.8）間を含む，参加しているシステム間で確立された情

報伝達インフラを用いた情報（3.1.21）交換における相互運用性（3.1.23） 

注釈 1 "トランスポート"という用語は，OSI 標準モデルのトランスポート層を指すものではない。 
（出典：ISO/IEC 19941:2017 の 3.1.3 を一部変更，注釈 1 を追加） 

3.3 デジタルツインに特有な用語 

3.3.1 
拡張現実，AR（augmented reality，AR） 

現実世界に重ね合わせたり合成したりする仮想オブジェクトの集合 

注釈 1 拡張現実システムでは，仮想オブジェクトと現実世界とのオブジェクトが共存する。 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.5.6） 

3.3.2 
制御ループ（control loop） 
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＜デジタルツイン＞ ターゲットエンティティの振る舞いを変更するために，デジタルエンティティ

（3.1.13）がターゲットエンティティ（3.3.8）からデータを受け取り，データをターゲットエンティティ

に返すデジタルエンティティとターゲットエンティティとの間のフィードバックリンク 

注釈 1 制御ループは，例えば，エンジンの温度を所定の範囲内に保つなど，自動化を目的に工学的制

御手法を使用する。 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.1.14） 

3.3.3 
デジタル表現（digital representation） 

一つ以上の観測可能な要素の特性及び／又は振る舞いを表すデジタルエンティティ（3.1.13） 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.1.8） 

3.3.4 
デジタルツイン，DTw（digital twin，DTw） 

フィジカルの状態とデジタルの状態とを適切な頻度で同期させるデータ接続をもつ，ターゲットエンテ

ィティ（3.3.8）のデジタル表現（3.3.3） 

注釈 1 デジタルツインは，接続，統合，分析，シミュレーション，可視化，最適化，協力などの機能

の一部又は全てを備えている。 

注釈 2 デジタルツインは，ターゲットエンティティのライフサイクル全体にわたる統合されたビュー

を提供することが可能である。 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.1.1） 

3.3.5 
デジタルツインシステム（digital twin system） 

ターゲットエンティティ（3.3.8），デジタルエンティティ（3.1.13），データ接続，並びにデータ接続プ

ロセスに関与するモデル，データ（3.1.11）及びインタフェース（3.1.22）から構成されるデジタルツイン

（3.3.4）の機能を提供するシステム 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.1.21） 

3.3.6 
シミュレーション（simulation） 

実際のシステムのように動作するか，実際のシステムであるように見えるために現実のシステムを模倣

するための類似又は同等のシステムの使用 

注釈 1 シミュレーションは，システムの将来の振る舞いを分析するために使用される。つまり，予測

を行ったり，障害を分析するために過去の振る舞いを理解したりするために使用される。シミ

ュレーションを実行するためには，モデル，実際のデータセット及びシミュレーションを実行

するためのプラットフォームが必要である。 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.5.4） 

3.3.7 
同期（synchronization） 

＜デジタルツイン＞ リアルタイムシステムにおいて，ネットワーク（3.1.24）を介してターゲットエン

ティティ（3.3.8）及びそのデジタル表現（3.3.3）の状態を同調させる行為 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.1.20 を一部変更） 
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3.3.8 
ターゲットエンティティ（target entity） 

デジタル表現（3.3.3）の対象になる現実世界で機能的な目的を果たすエンティティ（3.1.17） 

注釈 1 ターゲットエンティティは，現実世界で機能的な目的を果たすものであり，考慮中のフィジカ

ルなもの又はデジタルなもののいずれかである。 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.1.3） 

3.3.9 
仮想現実，VR（virtual reality，VR） 

コンピュータ上で表現される人工的な環境 
（出典：ISO/IEC 30173:2023 の 3.5.7） 
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